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朝来広
報

平成２１年

２００９ May

No.５０

５月

あ　　さ　　ご ５月

平成２１年

今月の主な内容
２～３朝来市自治基本条例・市民憲章を制定
４～５平成２１年度朝来市の教育方針
６～７平成２０年度学校評価
８平成２１年度区長さんの紹介
９平成２０年度下半期財政状況公表
１０～１１市政フラッシュ
１０～１１我がまち朝来再発見
１２～１３まちのわだい
１４～２１情報掲示板
２３自分たちのまちは自分たちで
２４健康のカレンダー・各種相談
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　今年で１０回目となる生野銀山へいくろう祭りが４月１２日、

史跡生野銀山で開かれました。

　恒例となった「全日本トロッコ力自慢選手権大会」では、子

どもから大人まで５４人の力自慢が集合。年齢や性別ごとに４

つの部門に別れ、傾斜約１０度のレール上で３０秒の間にどこま

で引けるかを競いました。

　参加者は大勢の観客の声援を受け、必死の表情で全力を出

してロープを手繰り寄せていました。
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市
町
村
は
、
平
成
　
年
の
地
方
分
権

１２

推
進
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
国
や
県

と
対
等
・
協
力
の
関
係
に
な
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
行
政
施
策

を
実
行
す
る
、
自
律
し
た
自
治
体
運
営

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
市
民
自
治
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
本
理
念

や
原
則
を
は
じ
め
、
市
民
や
市
当
局
、

市
議
会
の
役
割
、
地
域
再
生
の
た
め
の

地
域
自
治
協
議
会
の
あ
り
方
な
ど
の
基

本
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と

の
必
要
性
が
高
ま
り
、
今
回
の
自
治
基

本
条
例
の
制
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
前
文
と
７
章
　
条
で
構

３２

成
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、

第
１
章
　
総
則（
第
１
条
―
第
３
条
）

第
２
章
　
ま
ち
づ
く
り
の
主
体（
第
４

　
条
―
第
９
条
）

第
３
章
　
参
画
と
協
働（
第
　
条
―
第

１０

　
　
条
）

１３

第
４
章
　
市
民
自
治（
第
　
条
―
第
　

１４

１７

　
条
）

第
５
章
　
市
政
運
営（
第
　
条
―
第
　

１８

２８

　
条
）

第
６
章
　
国
、兵
庫
県
及
び
他
の
地
方

　
公
共
団
体
と
の
関
係（
第
　
条
―
第

２９

　
　
条
）

３０
第
７
章
　
こ
の
条
例
の
位
置
付
け
（
第

　
　
条
―
第
　
条
）

３１

３２

と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
第
１
条
は
こ
の
条
例
の
目
的
を
定
め

た
も
の
。「
こ
の
条
例
は
、市
民
自
ら
が

考
え
て
行
動
し
、と
も
に
助
け
合
い
な

が
ら
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
理
念
の
も

と
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
基
本
的
な

事
項
を
定
め
、市
民
、市
議
会
及
び
市
長

等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
及
び
責
務
等
を

明
ら
か
に
し
、市
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
」と
規
定
し
、関
係

者
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
意
思
と
責
任
に
よ
っ
て
主
体
的
に
運

営
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
　
第
３
条
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

を
定
め
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
は「
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
意
思
を

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、市
民
、市
議
会

及
び
市
長
等
が
相
互
理
解
の
も
と
に
協

働
で
推
進
」す
る「
参
画
と
協
働
の
原

則
」で
す
。二
つ
目
は「
市
民
、市
議
会
及

び
市
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
推
進
」す
る「
情
報
の
共
有
の
原
則
」。

3
つ
目
は「
自
ら
で
き
る
こ
と
は
自
ら

行
い
、一
人
一
人
の
多
様
性
を
認
め
合

い
、助
け
合
い
な
が
ら
持
続
的
に
推
進
」

す
る「
自
律
と
共
助
の
原
則
」で
す
。

　
第
４
条
は
、市
民
の
権
利
と
責
務
を

定
め
ま
し
た
。「
市
民
は
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
知
り
、ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
権
利
」を
有
す
る
一
方
、「
市

民
は
、互
い
の
自
由
な
発
言
や
行
動
を

認
め
合
い
な
が
ら
、市
政
に
関
す
る
認

識
を
深
め
て
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
る
責
務
」を
果
た
す
こ
と
が

市市
民民
自自
治治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

朝
来
市
自
治
基
本
条
例
と
市
民
憲
章
を
制
定

　
市
は
、
但
馬
で
初
め
て
の
「
自
治
基
本
条
例
」を
定
め
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
の
最
高
規
範
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
。ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ

る
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
当
局
、
市
議
会
が
ど
の
よ
う
な
権
利
を
有
し
、義
務
を
果
た
す
べ
き
か
と
い
っ
た

事
項
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、地
域
愛
を
育
て
、皆
さ
ん
の
手
に
よ
る
朝
来
市
づ
く
り

の
た
め
の
行
動
指
針
で
あ
る
市
民
憲
章
も
定
め
ま
し
た
。今
月
の
広
報
は
、自
治
基
本
条
例
の
中
で
市
民

の
皆
さ
ん
に
特
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
規
定
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
定
の
背
景

市
民
の
皆
さ
ん
に
関

係
の
深
い
規
定

制

定

ま

で

の

流

れ

平成１９年平成２０年平成２１年

８
月
１
日

９
月
　

日
１９

～
平
成
　２０

年
３
月
　１８

日（
第
１
回

～
第
７
回
）

３
月

３
月
　
日
２２

４
月
　

日
２５

～
平
成
　２１

年
２
月
　２０

日（
第
８
回

～
第
　
回
）

１６

　
月
　
日

１０

１０

～
　
日
３１

　
月
　
日

１１

２２

　
月
　
日

１２

１０

　
月
　
日
～

１２

２５

平
成
　
年
１

２１

月
　
日
２３

２
月
　
日
２６

「
朝
来
市
第
２
次
分
権
型
社

会
シ
ス
テ
ム
検
討
懇
話
会
要

綱
」
と「
第
２
次
分
権
型
社
会

シ
ス
テ
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
ー
ム
要
綱
」を
施
行

第
２
次
分
権
型
社
会
シ
ス
テ

ム
検
討
懇
話
会
が
中
川
幾
郎

（
帝
塚
山
大
学
大
学
院
教
授
）

委
員
長
以
下
　
人
で
ス
タ
ー

３５

ト
。

地
域
協
働
の
指
針
策
定

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。

「
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。

第
２
次
分
権
型
社
会
シ
ス
テ

ム
検
討
懇
話
会
で
、
市
民
憲

章
・
自
治
基
本
条
例
の
内
容

を
検
討

区
長
意
見
・
提
案
募
集

自
治
基
本
条
例
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
。
朝
来
市
自
治
基

本
条
例
の
た
た
き
台
の
説
明

や
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
。

第
２
次
分
権
型
社
会
シ
ス
テ

ム
検
討
懇
話
会
が
朝
来
市
自

治
基
本
条
例
（
案
）と
市
民
憲

章
（
案
）
を
市
長
に
提
案

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴

く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

を
募
集

３
月
定
例
議
会
に
自
治
基
本

条
例
（
案
）・
市
民
憲
章
（
案
）

を
上
程



平成２１年５月平成２１年５月号号３

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
第
５
条
は
、事
業
者
の
社
会
的
責
任

を
定
め
ま
し
た
。事
業
者
は
市
民
同
様
、

ま
ち
づ
く
り
の
有
用
な
主
体
で
あ
る
こ

と
か
ら「
事
業
者
は
、事
業
活
動
を
行
う

に
当
た
り
、地
域
社
会
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
の
社
会
的
な
役
割
を
自
覚
し
、

地
域
社
会
と
の
調
和
を
図
る
よ
う
努
め

る
責
務
」を
有
し
ま
す
。

　
第
　
条
は
参
画
と
協
働
の
推
進
を
定

１０

め
ま
し
た
。「
市
民
、市
議
会
及
び
市
長

等
は
、参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、

対
等
の
関
係
で
目
的
及
び
情
報
を
共
有

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
理
解
し
て
連

携
し
、及
び
協
力
し
、相
乗
効
果
を
発
揮

で
き
る
よ
う
」努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、「
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、

市
民
の
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、

政
策
等
の
立
案
、実
施
、評
価
及
び
改
善

過
程
に
お
い
て
、多
様
な
手
段
に
よ
る

参
画
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
」努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、「
市
議
会
及

び
市
長
等
は
、参
画
と
協
働
の
推
進
に

当
た
っ
て
、市
民
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
よ
う
」努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
定
め
、市
民
、市
議
会
、市
長
等

が
相
互
理
解
す
る
中
で
力
を
結
集
し
、

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

ま ち づ く り の 主 体

　市　民　

市民の権利及び
責務（第４条）、
事業者の社会的
責任（第５条）

　市議会　

　行　政　
（市民、自治会、
市民団体、事業
者など）

《《協協働働》》

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
緯
６
７
２－

６
１
３
７

市長等の権限及
び責務（第８条）、
職員の責務（第
９条）

市議会の役割及
び責務（第６条）、
議員の責務（第
７条）
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　朝来市民憲章は市民参画によるまちづくりと市民活動の規範、道しる

べとなるもの。前文と５つの本文で構成されています。前文は、まちづく

りの方向についての決意表明となっており、本文は、目指すまちの具体的

イメージとそのための行動目標について述べています。

　１つ目は「人づくり、教育、学び、人権」、２つ目は「安心・安全、健康、支え

あい、思いやり」、３つ目は「活力、元気、交流」、４つ目は「自然、郷土愛、歴

史、文化」、５つ目は「市民参加、参画、協働、地域自治」の意味をそれぞれ表

しています。また、「市民自らが考えて行動し、共に助け合いながら住みよ

いまちをつくる」という意味を込めて、文末を「～まちをめざします」で統

一しました。

　市は今後、この市民憲章が市民の皆さんに唱和され、日々の暮らしの中

で末永く親しまれ、実践されるよう普及と啓発に取り組んでいきます。

【朝来市民憲章】
　私たち朝来市民は、自らが考えて行動し、共に助け合いなが
ら住みよいまちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。

　一人ひとりを大切に、心豊かに生きるまちをめざしす。
　手をつなぎ、支えあい、安心して健やかに暮らせるまちをめ
　ざします。
　元気いっぱい、笑顔が出会うまちをめざします。
　ふるさとを愛し、未来に誇るまちをめざします。
　みんなが主役、夢と希望に満ちたまちをめざします。

平成２１年３月３０日制定

朝 来 市 民 憲 章

地域協働を推進する仕
組みなど

・参画と協働の推進（第
１０条）／・意見公募制度
（第１１条）／・審議会等
の運営（第１２条）／・住
民投票（第１３条）

地域自治（市民自治）を充
実、強化する仕組みなど

・コミュニティの形成（第
１４条）／・地域自治協議
会の設立（第１５条）／・ま
ちづくり活動への支援
（第１６条）／・生涯学習の
推進（第１７条）

行財政改革の推進、行政運営
規範の確立など

・総合計画(第１８条）／・財政運
営（第１９条）／・情報公開（第２０
条）／・情報提供（第２１条）／・
説明責任（第２２条）／・行政評
価（第２３条）／・行政手続（第２４
条）／・個人情報の保護（第２５
条）／・法令遵守及び公益通報
（第２６条）／・行政組織（第２７
条）／・危機管理（第２８条）

条例の位置付けと見
直し

・最高規範性（第３１条）
／・条例の見直し（第
３２条）

他自治体等との連携・協力

・国及び兵庫県との関係（第
２９条）／・他の地方公共団
体等との連携（第３０条）

平成２１年

３
月

３
月
　
日
３０

議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
、

自
治
基
本
条
例
（
案
）・
市
民

憲
章
（
案
）を
協
議

議
会
最
終
日

・
市
民
憲
章
（
原
案
）
の
可
決

　
平
成
　
年
３
月
　
日
制
定

２１

３０

・
自
治
基
本
条
例
総
務
常
任

　
委
員
会
修
正
案
の
可
決

・
自
治
基
本
条
例
総
務
常
任

　
委
員
会
修
正
部
分
以
外
の

　
原
案
可
決

　
平
成
　
年
４
月
１
日
施
行

２１



　
昨
年
３
月
に
改
正
教
育
基
本
法
等
を
踏
ま

え
た
新
し
い
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
･
中
学

校
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
「
生

き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
一
層
の
充
実

が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
言
語
活
動
、
理
数
教
育
、
道
徳
教
育
、

体
験
活
動
や
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま

で
の
系
統
的
な
教
育
の
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
学
力
･
学
習

状
況
調
査
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
学
力
の

向
上
や
学
校
関
係
者
評
価
に
よ
る
学
校
評
価

を
生
か
し
た
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
の
推
進
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
で

き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
、
教
育

環
境
の
充
実
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
の

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
教
職
員
が
、

教
育
の
専
門
家
と
し
て
常
に
学
び
続
け
る
体

制
を
つ
く
り
、
資
質
と
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
就
学
前
教
育
か
ら
義

務
教
育
ま
で
の
系
統
性
の
あ
る
保
･
幼
･
小

･
中
学
校
園
の
連
携
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
朝
来
市
の
特
色

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
を
展
開
し
、
基
礎
的
･
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
学
力
の
定
着
を
図
り
な

が
ら
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
・
幅
の

広
い
感
性
な
ど
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

広報 朝朝来来 ４
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教育･郷育･共育による心豊かな
「朝来っ子」づくり

平成２１年度
朝来市の教育方針

朝

来

市

の

教

育

の

重

点

目

標

〇
学
校
園
の
教
育
・
保
育
を
充
実
し
、
頼
も
し
い
次
世

　
代
を
育
て
る

〇
郷
土
の
魅
力
を
生
か
し
た
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

　
促
進
す
る

〇
共
に
学
び
、
ふ
れ
あ
い
、
高
め
あ
う
集
団
を
つ
く
る

稲刈りの体験学習（糸井小学校）

　市教育委員会は、「教育･郷育･共育による心豊か

な『朝来っ子』づくり」を推進するため、平成２１

年度の教育方針を策定しました。

今月の広報では、その概要をお知らせします　今月の広報では、その概要をお知らせします。。

カナダ・バンクーバー ミニスクールとの交流授業（生野中学校）



平成２１年５月平成２１年５月号号５

■問い合わせ先　市教育委員会学校教育課　緯６７７―２１１５

（１）専門性が高まる教育・保育体制をつくる

　「教育の専門家」として情熱や愛情を持って教育

を遂行できる教職員の育成と、新学習指導要領の

円滑な移行実施に努めます。

・朝来市教育研修所（市教育委員会内）による諸研修の実施

・仕事の遂行を通して日常的に 切  さ  た  く  磨 し、互
● ● ● ● ●

　いに高めあう職員関係の構築

（２）系統性のある教育･保育を実現させる

　隣接する幼稚園・小学校、小学校・小学校、小学

校・中学校の連携を強化しながら、系統的な教育・

保育の充実を図ります。

・算数・数学、外国語などの授業を通した小・中交流授業

・９年間を見通した系統性のある授業の実施

（３）体験活動を通して、健やかな身体と豊か　
　　な心、確かな学力を培う

　実体験や具体物を通して子どもたちの感性を磨

き、健康で頑強な体力を育てながら、確かな学力

の定着や生きる力の育成と豊かな人間性をはぐく

む教育を進めます。

・小学校３年生での環境体験学習、５年生での自

　然学校などを通しての環境保全学習

・アメリカやカナダなど諸外国との国際交流

（４）学校園と地域の結びつきを深める

　学校園運営への地域住民の参画や地域教育資源

の積極的活用など、地域に開かれ、地域と一体と

なった学校園づくりを進めます。

・学校園だよりの発行

・オープンスクールなどを通した学校公開と学校

　評価の公表

・学校支援地域本部事業により派遣される地域人

　材の積極的活用

（１０）家庭の教育力の向上をめざし、支援体制
　　を構築する

　教育の基盤である家庭を共に支えていく気運を

定着させるとともに、自ら子どもたちに愛情を注

ぎ、かつ、社会人として地域に貢献できる協力者

の育成に努めます。

・早朝保育や延長保育などを通した家庭支援機能の強化

・家庭や地域での子どもとのふれあいを企画した

　「キッズ･ウィーク２００９」の開催

（９）郷土を愛し、地域を大切にする青少年を　
　　育てる

　「地域自治協議会」の支援を仰ぎながら、地域活

動と結びついた青少年の育成活動を促進します。

・登下校時のパトロール活動など地域防犯グルー

　プとの連携

・地域自治協議会との連携を図った子育て支援の

　「わ」づくり

（７）地域の歴史文化遺産を保存・活用し、継承
　　に努める

　市の貴重な歴史文化遺産の適切な保存活用と伝

統文化の継承・発展に努め、文化の香り高いまち

づくりを進めます。

・地域を学ぶ郷土学習の推進

・ざんざか踊り、獅子舞などの保存継承と後継者の育成

（８）生涯学習の基盤をつくる

　公民館や図書館の機能整備や相互連携などの推

進体制を整え、自主活動を促す情報と学習機会の

提供、指導体制の充実を図ります。

・市民のニーズに合った学習機会の提供と学校教

　育との連携

・生涯学習推進員との連携

（６）郷土の魅力を生かした文化・スポーツ活　
　　動を展開する

　市全体のスポーツ振興体制を構築し、各種ス

ポーツ事業の充実と地域スポーツ組織の育成を図

り、生涯スポーツの定着に努めます。

・あさGO!!体操の普及

・あさご生涯スポーツ大会（仮称）の開催

（５）安全で教育効果の高い環境をつくる

　学校園規模や校園区の適正化を検討しながら、

学校施設設備を計画的に整備します。

・耐震化工事の計画的な実施

・防災･防犯マニュアルの点検と再確認

・あさごっ子悩み相談センターの開設

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施朝来市の教育重要施策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策平成２１年度

　市教育委員会では、市内の学校園に通う子どもたちやその保護者を対象に悩み相談窓口を開設

しています。お気軽にお問い合わせください。

あさごっ子悩み相談センター



《
小
学
校
》

〇
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

・
学
校
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
増
え
、

　
訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
今

　
後
も
多
く
の
人
が
集
ま
れ
る
機
会

　
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
先
生
も
地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参

　
加
す
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

〇
生
徒
指
導
に
つ
い
て

・
授
業
態
度
や
生
活
面
は
、
そ
の
都

　
度
注
意
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
各
家
庭
の
良
い
例
の
紹
介
や
情
報

　
交
換
場
の
設
置
な
ど
、
各
家
庭
で

　
の
実
践
に
つ
な
が
る
取
組
を
期
待

　
し
ま
す
。

・
子
ど
も
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変

　
化
す
る
中
で
、
家
庭
の
教
育
が
重

　
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

　
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

　
ど
、
学
校
と
家
庭
と
が
協
力
で
き

　
る
体
制
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

・
何
も
な
い
状
態
が
続
く
と
お
ろ
そ

　
か
に
な
り
ま
す
。
常
に
意
識
を
高

　
め
て
お
く
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

　
再
確
認
な
ど
徹
底
し
た
話
し
合
い

　
を
望
み
ま
す
。

・
通
学
路
の
点
検
や
危
険
箇
所
の
把

　
握
、
学
校
内
や
プ
ー
ル
で
の
事
故

　
や
事
件
を
想
定
し
た
訓
練
が
必
要

　
で
す
。

〇
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

・
地
域
自
治
協
議
会
と
の
連
携
を
ま

　
す
ま
す
深
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
ん
ど
ん

　
進
め
て
く
だ
さ
い
。

・
外
で
の
遊
び
を
も
っ
と
進
め
て
く

　
だ
さ
い
。

《
中
学
校
》

〇
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

・
学
校
だ
よ
り
の
内
容
が
よ
く
分
か

　
る
よ
う
に
紙
面
の
工
夫
が
必
要
。

　
継
続
的
な
発
行
も
期
待
し
ま
す
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
な
ど
す
ば
ら
し
い
研

　
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
講
習

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
不
審
者
対
応
だ
け
で
な
く
、
携
帯

　
電
話
の
使
い
方
も
指
導
マ
ニ
ュ
ア

　
ル
を
つ
く
る
な
ど
強
化
し
て
く
だ

　
さ
い
。

〇
学
習
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

・
朝
読
書
を
一
層
進
め
る
な
ど
、
毎

　
日
の
学
習
へ
の
工
夫
改
善
を
期
待

　
し
ま
す
。

評
価
を
生
か
し

評
価
を
生
か
し
てて

学
校
の
活
性
化

学
校
の
活
性
化
をを

広報 朝朝来来 ６

学
校
関
係
者
の
学
校
評

価
に
対
す
る
意
見
な
ど

※学校関係者…地域の有識者・ＰＴＡ代表など学
　校長の推薦を受けて組織された５～１０人の委員

　
市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
が

行
っ
た
平
成
　
年
度
学
校
評
価
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

２０

　
学
校
評
価
と
は
、
地
域
や
保
護
者
の
意
見
を
学
校
運
営
に
反
映
し
、
改

善
に
生
か
す
た
め
に
各
小
・
中
学
校
が
行
う
も
の
。
学
校
職
員
、
保
護
者
、

児
童
が
ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
己
点
検
に
よ
り
自
己
評
価
を
行
い
、
さ
ら
に
そ

の
結
果
に
つ
い
て
 学
 校
関
係
者
が
意
見
や
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

※
　

　
今
月
の
広
報
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昼休みに元気にグラウンドで遊ぶ児童（枚田小学校）



平成２１年５月平成２１年５月号号７

〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て

・
外
部
機
関
を
さ
ら
に
活
用
し
て
く

　
だ
さ
い
。

《
小
学
校
》

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

・
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
想
定
し
た
研

　
修
や
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま

　
す
。

・
防
災
用
品
の
定
期
的
な
点
検
を
行

　
い
ま
す
。

〇
道
徳
教
育
に
つ
い
て

・
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
教
材
づ
く

　
り
を
進
め
ま
す
。

・
外
部
講
師
を
活
用
し
た
授
業
づ
く

　
り
を
進
め
ま
す
。

〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て

・
新
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、
内

　
容
の
点
検
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

・
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
全
体

　
的
な
取
組
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

〇
防
災
教
育
に
つ
い
て

・
一
年
の
早
い
時
期
に
訓
練
を
実
施

　
し
ま
す
。

・
避
難
訓
練
や
引
渡
し
訓
練
に
緊
張

　
感
を
持
た
せ
て
、
い
ざ
と
い
う
時

　
に
生
か
せ
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

《
中
学
校
》

〇
進
路
指
導
に
つ
い
て

・
学
期
に
一
度
は
教
育
相
談
週
間
を

　
設
け
、
個
別
面
談
を
実
施
し
適
切

　
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

・
教
職
員
の
意
識
や
実
践
対
応
能
力

　
の
向
上
を
図
る
訓
練
の
設
定
を
増

　
や
し
ま
す
。

〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て

・
地
域
と
連
携
し
た
体
験
学
習
を
推

　
進
し
ま
す
。

〇
体
験
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

・
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
目

　
標
を
再
認
識
し
、
常
に
新
た
な
意

　
識
で
取
り
組
み
ま
す
。

　「
平
成
　
年
度
朝
来
市
教
育
委
員

２０

会
学
校
評
価
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５

できなかった

あまりできなかった

できた

よくできた

項目ごとの評価
小学校

中学校
※数値はそれぞ
　れ１２小学校、
　４中学校の合
　計割合

開かれた学校づくり

生徒指導

危機管理体制の整備

自ら学び自ら考える力の育成

基礎・基本の定着と個に応じた学習指導の充実

道徳教育

総合的な学習の時間

人権教育力の育成

体験活動の充実・個に応じた学習指導の充実

防災教育

オンリーワンスクール

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

開かれた学校づくり

生徒指導

進路指導

危機管理体制の整備

自ら学び自ら考える力の育成

基礎・基本の定着と個に応じた学習指導の充実

道徳教育

総合的な学習の時間

人権教育力の育成

体験活動の充実・個に応じた学習指導の充実

防災教育

オンリーワンスクール

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

　
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
る「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」で
は
、中
学
２
年
生
が
１
週
間
、

学
校
を
離
れ
て
地
域
の
事
業
所
な
ど
で
職

業
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
校
に
よ
る
今
後
の
改

善
点
な
ど



氏　名区氏　名区氏　名区氏　名区

水 本 俊 幸北真弓竹 村　 勲黒川柴 田 一 明生野新町羽 渕 正 勝生野１区

生
野

坂 本　 薫南真弓篠 原 和 美猪野々白 瀧　 彰奥銀谷井 上 利 夫生野２区

上 田　 繁川尻藤 田　 力白口早 草　 守小野足 立 克 行生野３区

小 路 陽 司栃原大 城　 保円山三滝　球磨榮生野緑ケ丘中 井 武 四生野４区

藤 本　 直小田和早 草 恭 二竹原野宮 田 謙 一生野５区

清 水 隆 夫菖蒲沢竹 村 諒 司上生野日 下 義 忠生野６区

松 岡 隆 晴竹田中町岩 本　 強法興寺川 見 和 秀平野（和田山）朝 倉 征 夫林垣

和
田
山

津 崎　 稔竹田上町古屋敷　茂立ノ原今 井 美 治土田中 島 秀 明緑ケ丘（和田山）

小 林 志 郎竹田新町浅 田 郁 雄枚田岡谷 口 正 士西土田中 村 直 行秋葉台１区

山 本 幹 雄殿町北垣　嘉一郎玉置福 山　 勝宮田村 上　 定秋葉台2区

高 藤 弘 道旭町藤 井 義 正桑原篠 木　 勁高瀬稲 津 和 之秋葉台３区

田 中　 薫東町衣 川 莞 爾柳原野 崎 一 章法道寺吉 良 秀 俊秋葉台４区

山 本 吉 弘栄町足 立 政 利白井森 下 恒 夫岡藤 原 嘉 信寺内

小田垣　幹朗安井夜 久 哲 夫宮後 藤 富 夫芳賀野矢 島 重 雄万葉台

栗 村 典 男殿畠 山 義 紀久田和古 澤 宏 三宮内繁 田 常 市高生田

松 本 勝 次三波北垣　賢治郎東和田田 中　 馨高田足 立 紀 昭室尾

藤 原 雅 俊藤和高見　駿太郎中大 西　 功和田山上町佐 藤 泰 雄市場

治部　進一郎久留引小 山　 実野村小 出 信 篤和田山京口和 田 隆 行和田

木 本 敏 之加都西　 清 美岡田前 田　 稔和田山本町仲 村　 守竹ノ内

足 立　 始筒江岡 田 脩 一弥生が丘１区佐 藤 隆 雄和田山新町長 野 徳 雄内海

講 本 光 男久世田新 宮 郁 朗弥生が丘２区金 山 俊 郎駅北金 丸 二 郎朝日

渡 邉 潤 一城南台石 原 紘 正竹田下町中 村 正 康枚田田 辺 秀 夫和田山駅前

安 福　 進米屋町田 村 重 雄市御堂戸 田 幸 男寺谷

嵯峨山　紘一観音町藤 岡　 進比治山 中 正 夫東谷

松 本 紀 夫溝黒奥　 眞 行西地衣 川 泰 司田ノ口村 上 泰 雄滝田

山
東

中 川 利 雄山歳小 野 研 二西谷藤 原　 榮金浦奥 藤 康 正大垣

上 村 高 清喜多垣杉 田 秀 文比叡小田垣　純一末歳谷 川 昌 之矢名瀬下町

西 澤　 裕迫間西 垣 悦 男東足立　賢一郎諏訪大 橋 完 治矢名瀬中町

藤 本 隆 夫与布土田 中 嘉 昭柴中塚　修二朗大月宮 谷 史 朗川原町

岸田　研二朗森田 中　 貢一品小 山 正 毅向大道岩 村 年 隆上ゲ町

岡 林 史 郎三保岡田　昭治郎上早田三 宅 岩 次楽音寺水 谷 利 夫新堂

西 村　 繁越田山 本　 巖早田的 場 文 夫清水町今 井 幸 夫大内

太 田 悦 夫柿坪日神美　昇和賀池 本 茂 則小谷山 本　 甫塩田

西 山 俊 介柊木村 上　 彰田中藤 本 健 伸野間

関　 昭 二羽渕羽 渕 富 夫新井３区丸 尾 良 昭澤藤 田 五 郎物部

朝
来

米 田 利 秋口田路青 田 幹 男八代松本　幹一郎山内越 中 康 雄桑市

神 谷　 勉中田路今 村　 栄山本谷 野　  覺納座荒 木 強 志上八代

関　 　 剛奥田路糸 谷　 進土肥古 屋　 明川上松 田 一 郎立脇

清 水　 司元津足 立 敬 一老波椿 野 純 夫山口岡　 喜 義愛タウン

大 河　 覺上岩津山 下 正 之佐中藤 本 三 郎立野井 上 利 之多々良木

清 水　 肇平野（朝来）佐 藤 晴 英新井１区山 中 一 之石田

中 島 一 成神子畑太田垣　総一郎新井２区古 田 諄 輔伊由市場

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

　　朝来市全区区長名簿

＜敬称略＞

　平成２１年度の市内１６１区の区長さんをお知らせします。（1月と4月の改選により５５区で区長さんが

代わられました。）　　　　　　　　　　　　　　 ※区長の改選時期　生野４月　和田山１月　山東４月　朝来１月

区 長 さ ん の 紹区 長 さ ん の 紹 介介
お世話になります

広報 朝朝来来 ８



平成２１年５月平成２１年５月号号９

葛特別会計・公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)
支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

９０．１%１４，２３６，８２５１５，８００，０００６３．４%１０，０１９，２４６１５，８００，０００住宅資金貸付事業

９８．９%３，２００，０９１，５２９３，２３４，９００，０００７７．８%２，５１５，７０２，３４７３，２３４，９００，０００国 民 健 康 保 険

９１．３%４４４，９９１，４２２４８７，１４６，０００７３．５%３５８，１６２，９４６４８７，１４６，０００老 人 保 健

９１．０%５９，５４３，１８０６５，４００，０００７０．９%４６，３４９，０６４６５，４００，０００簡 易 水 道 事 業

９７．５%３，０２２，２２０３，１００，０００２１．３%６６０，５２３３，１００，０００と 畜 場

２９．２%２４，７９０，５８４８４，９００，０００２１．９%１８，６０８，２７５８４，９００，０００宅 地 開 発 事 業

７１．６%１，８６０，７１３２，６００，０００２６．９%７００，０００２，６００，０００休 日 診 療 所

８８．１%１，５６２，５１０，２４３１，７７４，０００，０００３６．４%６４６，０２８，２３４１，７７４，０００，０００下 水 道 事 業

８７．８%２，７５６，４９３，８４２３，１３９，２００，０００７７．９%２，４４３，９７４，１００３，１３９，２００，０００介 護 保 険

７７．７%３４０，００６，８４５４３７，５００，０００６４．７%２８２，９１７，５２２４３７，５００，０００後期高齢者医療

５７．４%１１，１３２，２９９１９，４００，０００２１．９%４，２５３，６８７１９，４００，０００財 産 区

４４．３%３３１，９１３，３４７７４８，５３４，０００１００．９%７６３，６０９，０３７７５７，１５８，０００収益的
水 道 事 業

７１．９%５６０，２９１，０１８７７９，２４７，０００７９．７%４２９，０５９，２８０５３８，３２６，０００資本的

３１．８%１，６１２，９２６５，０７２，０００１０３．３%４，７２２，２３６４，５７１，０００収益的工業用水道事業

８４．７%８１，３８７，６２８９６，１０６，０００８５．３%８１，９８７，２１５９６，１０６，０００収益的農業共済事業

葛一般会計（歳入）　　　　　　　　　　　　(単位：円)
収入割合収入済額予算額款

１０５．１%５，１１２，４４８，７４０４，８６２，３５１，０００市 税
７３．８%１７４，０６６，０００２３５，９９６，０００地 方 譲 与 税
９１．２%１９，１６２，０００２１，０００，０００利子割交付金
３６．５%１０，１４１，０００２７，８００，０００配当割交付金
１９．９%３，４６７，０００１７，４００，０００株式等譲渡所得割交付金
９６．３%３１７，６３４，０００３２９，７００，０００地方消費税交付金
１３５．９%２２，７００，９３０１６，７００，０００ゴルフ場利用税交付金
１１４．９%１５９，０８４，０００１３８，４０８，０００自動車取得税交付金
１００．０%５６，０２７，０００５６，０２７，０００地方特例交付金
１０４．２%６，５００，８５６，０００６，２４１，６２２，０００地 方 交 付 税
８７．２%７，８４７，０００９，０００，０００交通安全対策特別交付金
７１．２%２２５，７５３，５２７３１７，０９５，０００分担金及び負担金
９９．５%７５１，６０１，７１２７５５，１９１，０００使用料及び手数料
４６．４%１，０１８，２８８，３４３２，１９６，５９５，０００国 庫 支 出 金
５０．８%６４３，９５２，３２９１，２６８，８３８，０００県 支 出 金
９９．６%２７７，６３５，６６５２７８，６９２，０００財 産 収 入
８６．９%１７，３９０，０１０２０，００２，０００寄 附 金
０．１%６４５，４０４９２１，５４７，０００繰 入 金

１００．０%１１１，９８９，９３３１１１，９９０，０００繰 越 金
７５．９%５９８，３２３，１１０７８８，３４６，０００諸 収 入
８．３%１３８，９００，０００１，６６５，０００，０００市 債
７９．７%１６，１６７，９１３，７０３２０，２７９，３００，０００歳 入 合 計

２ 基金の状況　　　　　　　　　　　 　(単位：円)

３月末残高基金名会計区分

４，４３９，９１３，１１０財 政 調 整 基 金

一　般
１２４，７８２，２３３減 債 基 金

４，３５８，７１６，４６２そ の 他 特 定 目 的 基 金
４１７，４０７，４５４土 地 開 発 基 金
５９４，３４７，９３９財 政 調 整 基 金国　保
４４１，９７６，４０１下 水 道 減 債 基 金

下　水 １４８，２８５，５０２農業集落排水施設維持基金
１９３，５２０，９０１下 水 道 施 設 維 持 基 金
１０４，２８９，８２９介護保険給付費準備基金介　護
１３０，８７２，１１５生 野 財 産 区 基 金財産区

１０，９５４，１１１，９４６合　　　計

３ 地方債の状況　　　　　　　(単位：円)
３月末残高会　計　名

３１，４６４，４８２，２１４一 般 会 計
３１，６０６，３９６住 宅 資 金 貸 付 事 業特

別
会
計

２９０，１０８，２１８簡 易 水 道 事 業
５６，６４１，６９２宅 地 開 発 事 業

１０，８８４，１５３，１５１下 水 道 事 業
４，６１７，４５２，９５１水 道 事 業 会 計
４７，３４４，４４４，６２２合　　計

■問い合わせ先　市役所財務課　☎６７２－６１１７

４ 一時借入金の状況（平成２１年３月３１日現在）　(単位：円)
一時借入金残高限　度　額会　計　名
２，０００，０００，０００３０００，０００，０００一 般 会 計

０２００，０００，０００国民健康保険
０１２０，０００，０００水 道 事 業
０１５，０００，０００農業共済事業

平成２０年平成２０年度度

下下半半期期（（１１００月月～～３３月月））財財政政状状況況公公表表
　平成２０年１０月１日から平成
２１年３月３１日までの市の財政
状況をお知らせします。

葛一般会計（歳出）　　　　　　　　 　　(単位：円)

支出割合支出済額予算額款

９８．９%２０７，０９０，６０６２０９，２９２，０００議 会 費

６３．８%２，５６４，５６９，１１１４，０１８，９８９，０００総 務 費

７０．８%２，６５４，７３３，５５４３，７４７，８５７，０００民 生 費

９２．５%１，４５５，７６８，６４３１，５７３，１５９，０００衛 生 費

１００．０%３０，１５１，５００３０，１５２，０００労 働 費

６２．７%７０３，６３４，２８４１，１２１，７５８，０００農林水産業費

９１．８%３３２，４５５，１６２３６２，０６６，０００商 工 費

４９．２%１，２５３，５０１，９７１２，５５０，０５４，０００土 木 費

８８．９%５７１，２６９，６８６６４２，７９４，０００消 防 費

９１．１%１，９２１，４９３，７７６２，１０９，２２９，０００教 育 費

０．０%０１，０００災害復旧費

１００．０%３，８８２，７３５，４７３３，８８３，４９６，０００公 債 費

０．０%０１，０００諸 支 出 金

０．０%０３０，４５２，０００予 備 費

７６．８%１５，５７７，４０３，７６６２０，２７９，３００，０００歳 出 合 計

１ 歳入歳出の予算の執行状況



　
市
は
３
月
　
日
、
市
が
所
有
し
て

３１

い
た
介
護
保
険
関
連
の
４
施
設
を
、

平
成
　
年
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て

１８

管
理
運
営
し
て
き
た
社
会
福
祉
法
人

「
ひ
ま
わ
り
」と
朝
来
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
２
社
会
福
祉
法
人
に
無
償
譲

渡
し
ま
し
た
。

　「
ひ
ま
わ
り
」に
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
あ
さ
が
お
ホ
ー
ル
」
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
や
す
ら
ぎ
」、

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー「
か
し
の
き
園
」を
譲
渡
。

市
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の
経
費

の
削
減
な
ど
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図

り
、
法
人
側
も
５
年
ご
と
の
指
定
管

理
者
の
更
新
が
不
要
と
な
り
、
職
員

雇
用
の
安
定
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
今
回
の
施
設
の
無
償
譲

渡
と
な
っ
た
も
の
で
、
土
地
は
無
償

貸
与
し
ま
す
。

の
介
護
保
険
施
設
を
民
間
に
譲
渡

市市

朝来市社会福祉協議
会に譲渡されたデイ
サービスセンター「か
しのき園」（左）

社会福祉法人ひまわ
りに譲渡された特別
養護老人ホーム「あさ
が お ホ ー ル」、デ イ
サービスセンター「や
すらぎ」、高齢者福祉
センター（右）

　
４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

１０

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
は
４
月
６
日
、
市
内
２

か
所
で
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
ロ
ー
ソ
ン
生
野
イ
ン

タ
ー
前
で
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
は
、
同
協
議
会
の
関
係
者
　
人
が

１７

参
加
。
交
通
安
全
標
語
が
書
か
れ
た

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
り
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

全
意
識
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

安安

ドライバーに安全運転を呼びかける参加者

　　
織
田
信
長
の
遺
志
を
継
ぎ
、
天

下
統
一
に
向
け
て
一
応
の
決
着
を

見
た
秀
吉
は
、
天
正
　
年
（
１
５

１３

８
５
）
７
月
、
関
白
の
位
を
得
て
、

自
国
の
固
め
と
更
な
る
版
図
拡
大

に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
赤

松
広
秀
は
正
に
こ
の
時
期
に
竹
田

城
の
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
義
名
分
を
掲
げ
て
戦
う
聖
戦

も
、
所
せ
ん
は
領
土
や
モ
ノ
の
奪

い
合
い
。
戦
国
の
世
は
、
正
に
泥

沼
の
時
代
で
し
た
。
戦
争
に
駆
り

出
さ
れ
た
諸
将
や
雑
兵
た
ち
は
、

秀
吉
の
大
義
名
分
に
翻
ろ
う
さ
れ
、

天
正
　
年
（
１
５
８
７
）
か
ら
は

１５

島
津
・
北
条
・
伊
達
征
伐
、
さ
ら

に
は
文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）
か

ら
始
ま
る
朝
鮮
侵
略
へ
と
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
、
果
て
し
も
な
い
戦
い
に
明
け

暮
れ
る
な
か
で
、
赤
松
広
秀
は
こ

の
竹
田
城
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
竹
田
城
は
ど
の
よ
う
に
変
ぼ
う

し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
赤
松

広
秀
入
城
以
後
、
大
き
く
変
ぼ
う

を
遂
げ
る
の
は
、
文
禄
か
ら
慶
長

初
期
に
改
修
さ
れ
た
総
石
垣
作
り

の
城
郭
で
、
今
わ
た
し
た
ち
が
見

る
こ
と
の
で
き
る
姿
で
す
。
た
だ
、

総
石
垣
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
ほ

か
に
も
改
修
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
す
。
総
石
垣
部
分
か
ら
北

に
延
び
る
尾
根
（
観
音
寺
山
）
に

は
小
さ
な
と
り
で
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
も
石
垣
が
作
ら
れ
て
い
ま

赤松広秀が改修し赤松広秀が改修したた
総石垣作りの竹田総石垣作りの竹田城城

第１８回

広報 朝朝来来 １０

観音寺山に残る石垣



平成２１年５月平成２１年５月号号１１

市政フラッシ市政フラッシュュ

す
。
石
垣
に
使
用
さ
れ
た
石
材
は
、

総
石
垣
城
郭
周
辺
の
山
腹
か
ら
切

り
出
さ
れ
て
お
り
、
石
取
り
場
も

残
っ
て
い
ま
す
（
中
に
は
矢
穴

【
石
を
切
り
出
す
た
め
に
 穿
 た
れ

う
が

た
 楔
 を
打
ち
込
む
穴
】
が
残
る
岩

く
さ
び

盤
も
見
ら
れ
ま
す
）
。

　
総
石
垣
城
郭
の
周
辺
に
は
関
連

す
る
構
造
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
 大
竪
堀
 は
、
山
頂
の
城
郭
部

お
お
た
て
ぼ
り

分
と
山
ろ
く
の
居
館
部
分
を
つ
な

ぐ
役
割
を
持
っ
た
縦
方
向
の
堀
で

す
。
ま
た
、
北
千
畳
か
ら
安
井
集

落
方
向
に
延
び
る
尾
根
上
に
は
登

り
石
垣
と
称
す
る
石
垣
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
花
屋
敷
 曲
輪
 と
あ

く
る
わ

わ
せ
て
井
戸
曲
輪
を
守
る
た
め
の

構
造
物
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
山
城
に
と
っ
て
は

水
の
確
保
は
必
須
課
題
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
城
郭
構
造

は
、
実
は
朝
鮮
侵
略
の
際

に
作
ら
れ
た
「
 倭
城
 」
の

わ
じ
ょ
う

形
そ
の
も
の
で
す
。
豊
臣

配
下
の
諸
将
た
ち
は
、
朝

鮮
侵
略
後
、
こ
の
よ
う
な

城
作
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

い
わ
ば
「
豊
臣
ブ
ラ
ン

ド
」
と
で
も
言
う
べ
き
城

郭
は
、
城
下
町
と
あ
わ
せ

て
近
世
城
郭
の
礎
と
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　
竹
田
城
縄
張
り
図

　
市
が
設
置
し
、
い
く
の
喜
楽
苑
が

指
定
管
理
業
者
と
し
て
管
理
す
る
生

野
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
竹
原
野
」
が
、
県

の
「
第
　
回
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ

１０

く
り
賞
」
の
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
が
「
人
間
サ
イ
ズ
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

安
全
・
安
心
・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
優
れ
た
建
築
物
や
活

動
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
。
同

施
設
は
、
敷
地
内
の
一
棟
を
す
べ
て

畳
敷
き
の
個
室
と
す
る
な
ど
、
入
居

者
の
自
宅
に
近
い
生
活
環
境
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
竹
原
野
が
県
知
事
賞
を
受
賞

ググ
　
市
消
防
団
は
４
月
５
日
、
和
田
山

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
朝
来
市
消
防

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、消
防
意
識
の
高
揚
や
団

結
、活
性
化
を
図
る
た
め
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
式
で
は
、団
員
任
命
や
宣
誓
の
後
、

金
田
団
長
が「
年
々
多
様
化
す
る
災

害
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
人
員

資
機
材
の
再
編
整
備
な
ど
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
ほ
し
い
」と
団
員

に
訓
示
し
た
後
、消
防
活
動
な
ど
に

功
績
の
あ
っ
た
団
員
や
家
族
に
表
彰

状
や
感
謝
状
な
ど
を
伝
達
。ま
た
、円

山
川
東
河
橋
下
流
で
は
　
分
団
が
一

２０

斉
放
水
を
行
い
、防
火
・
防
災
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

域
消
防
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
誓
う

地地

周囲の山並みに配慮した勾配屋根を持つ平屋建
ての「グループホーム竹原野」 ２０分団が円山川に向かい一斉放水

石取り場跡
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　「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
２

０
０
８
～
２
０
０
９
 カ
ラ
カ
ラ
天

気
と
五
人
の
紳
士
」
が
３
月
　
日
、

２８

マ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
市
内
外
か
ら
８

人
が
参
加
。
昨
年
　
月
の
開
講
以
来
、

１１

「
劇
団
東
京
乾
電
池
」
座
長
で
俳
優
の

柄
本
明
さ
ん
ら
の
演
劇
指
導
を
受
け

た
り
、
自
主
練
習
を
重
ね
た
り
し
て

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
舞
台
そ
で
で
出
番
を
待

つ
受
講
生
ら
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で

し
た
が
、
舞
台
に
出
る
と
役
に
な
り

き
り
熱
演
。
終
了
後
に
は
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
好

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
好
演演

　
新
年
度
を
迎
え
た
４
月
上
旬
、市

内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、小
・
中
学
校

で
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
小
学
校
で
は
４
月
８
日
、同

小
学
校
体
育
館
で
入
学
式
を
開
催
。

新
入
生
　
人
は
、在
校
生
ら
が
待
つ

２０

体
育
館
に
入
場
し
た
後
、担
任
の
先

生
に
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
市
内
の
新
入
園
児
・
児

童
・
生
徒
数
は
、保
育
所
（
園
）児
５
百

　
人
、幼
稚
園
児
３
百
　
人
、小
学
生

７９

１６

２
百
　

人
、中
学
生
３
百
　

人
と

９７

１３

な
っ
て
い
ま
す
。

期
待
と
希
望
を
胸
に
入
学
・
入

期
待
と
希
望
を
胸
に
入
学
・
入
園園

　
４
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

市
内
各
所
で
桜
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、

満
開
の
桜
を
楽
し
も
う
と
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
　
日
に
山
開
き
が
行
わ
れ
た

２９

立
雲
峡
で
は
、
多
く
の
観
光
客
が
来

山
。
満
開
の
桜
の
花
を
眺
め
な
が
ら

散
歩
し
た
り
、
写
真
に
収
め
た
り
し

て
、
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
夜
に
は
、

ム
ー
セ
旧
居
前
の
神
子
畑
川
沿
い
や

山
東
町
早
田
の
大
同
寺
の
境
内
で
は

桜
の
木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
日
中
と

は
一
味
違
う
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

見
ご
ろ
を
迎
え
た
春
の
花
満
開

見
ご
ろ
を
迎
え
た
春
の
花
満
開
にに

　
３
月
　
日
、
三
保
区
で
コ
ウ
ノ
ト

２６

リ
の
営
巣
用
人
工
巣
塔
が
立
て
ら
れ
、

そ
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
無
農
薬
で
安
全
・
安
心
な
米
作
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
同
区
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
 育
 む
農
法
」

は
ぐ
く

や
将
来
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
木
と
な

る
「
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
」
の
植
樹
を

し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
直
径
１
・
６
㍍
の
巣
台
を
乗

せ
た
高
さ
　
㍍
の
柱
が
建
て
ら
れ
る

１５

と
、
参
加
者
は
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
住
み
着
い
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
万
歳
三
唱
で
祝
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
っ
て
来
る
と
い
い

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
っ
て
来
る
と
い
い
なな

満開に咲く桜の花（立雲峡）

豊岡市以外では県内初となるコウノトリの営
巣用人工巣塔が設置された三保区内

観客を前に、初めて舞台上で劇を演じるセミ
ナー受講生

上級生と一緒に入場する山口小学校の新入生
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Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
第
　
回
朝
来
市
「
わ
だ
や
ま
竹
田
」

１０

お
城
ま
つ
り
が
４
月
５
日
、
竹
田
地

区
一
帯
で
開
か
れ
、
昨
年
復
活
し
た

地
区
対
抗
の
「
か
ご
か
き
道
中
」
や

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
、
多
彩
な
催

し
に
観
光
客
ら
約
１
万
５
千
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
恒
例
と
な
っ
た
武
者
行
列
で
は
、

手
づ
く
り
の
甲
冑
を
身
に
付
け
た
住

民
ら
約
百
人
が
山
名
軍
と
赤
松
軍
に

分
か
れ
、
竹
田
の
ま
ち
を
勇
壮
に
練

り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
軍
が

鉢
合
わ
せ
し
た
Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
前
や
虎

付
城
公
園
で
は
１
４
８
３
年
の
「
真

弓
峠
の
戦
い
」
を
再
現
。
黒
山
の
人

だ
か
り
が
で
き
る
中
、
激
し
い
合
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

甲甲
 冑冑
    

ま
と
い
武
者
行

ま
と
い
武
者
行
列列

か
っ
ち
ゅ
う

　
３
月
　
日
、
J
R
生
野
駅
や
そ
の

２８

周
辺
の
道
路
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、

地
域
住
民
や
J
R
社
員
ら
　
人
が
参

５５

加
し
ま
し
た
。　

　
こ
れ
は
、
県
や
市
、
J
R
グ
ル
ー

プ
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
誘
致
を
行

う
「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
４
月
か

ら
始
ま
る
の
を
前
に
、
J
R
西
日
本

福
知
山
支
社
福
崎
鉄
道
部
が
「
お
も

て
な
し
」
の
一
環
と
し
て
計
画
し
、

地
域
の
住
民
が
協
力
し
て
行
っ
た
も

の
。
参
加
者
ら
は
同
駅
を
ス
タ
ー
ト

し
て
歩
き
な
が
ら
町
な
か
を
回
り
、

空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
ま
ち
の
美

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
お
も
て
な
し
」の
心
で
ま
ち
を
き
れ
い

「
お
も
て
な
し
」の
心
で
ま
ち
を
き
れ
い
にに

　
旧
生
野
小
学
校
と
旧
奥
銀
谷
小
学

校
、
旧
生
野
幼
稚
園
と
旧
奥
銀
谷
幼

稚
園
、
旧
栃
原
幼
稚
園
が
統
合
し
て

新
た
に
生
野
小
学
校
、
生
野
幼
稚
園

が
誕
生
し
、
４
月
７
日
に
同
小
学
校

体
育
館
で
新
入
生
を
除
く
園
児
　
人
５６

と
児
童
百
　
人
が
出
席
し
、
統
合
開

８０

校（
園
）式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
小
学
校
と
３
幼
稚
園
は
、
統
合

前
か
ら
事
前
交
流
の
場
を
設
け
た
り
、

合
同
の
学
校
行
事
を
行
っ
た
り
し
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
児
童
ら
は
、笑

顔
で
新
し
い
学
校（
園
）生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

気
持
ち
を
新
た
に
心
は
一

気
持
ち
を
新
た
に
心
は
一
つつ

　
４
月
上
旬
か
ら
よ
ふ
ど
温
泉
で
、

色
鮮
や
か
な
こ
い
の
ぼ
り
が
春
風
を

受
け
て
泳
い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
同
温
泉
組
合
が
平
成
　１３

年
に
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
譲
り

受
け
て
設
置
し
て
以
来
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
。
小
さ
い
も
の
で
約
１
・
５

㍍
、大
き
い
も
の
で
約
　

㍍

の
こ
い

１２

の
ぼ
り
　
匹
が
高
さ
約
　
㍍
の
位
置

７８

１５

に
張
ら
れ
た
長
さ
約
　
㍍
の
ロ
ー
プ

７０

に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。４
月
上
旬

に
は
、満
開
と
な
っ
た
桜
と
競
う
よ

う
に
は
た
め
く
こ
い
の
ぼ
り
が
、
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り

匹
、春
風
に
の
び
の
び

こ
い
の
ぼ
り
　
匹
、春
風
に
の
び
の
び
とと

7878

清掃活動に協力して取り組む参加者

開
校
式
で
、
旧
奥
銀
谷
小
学
校
出
身
の
児

童
代
表
と
し
て
「
た
く
さ
ん
の
友
達
に
出

会
っ
て
一
緒
に
勉
強
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
す
る
福
井
紅
葉
さ
ん

よふど温泉を背に泳ぐこいのぼり。５月末まで楽
しめます。

虎臥城公園前で「真弓峠の戦い」を再現



　
障
害
者（
児
）福
祉
金
の

受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１

　
級
又
は
２
級
所
持
者

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度

　
区
分
Ａ
及
び
Ｂ
１
判
定

　
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
の
１
級
又
は
２
級

　
所
持
者

▽
受
給
資
格
者
　
６
月
１

　
日
現
在
で
市
内
に
住
所

　
を
有
す
る
在
宅
の
対
象

　
者
（
介
護
保
険
法
に
規

　
定
す
る
要
支
援
又
は
要

　
介
護
の
認
定
を
受
け
た

　
人
、
精
神
疾
患
に
よ
っ

　
て
３
か
月
以
上
入
院
し

　
て
い
る
人
を
除
く
。）

▽
福
祉
金
の
額
　
年
額
１

　
万
５
千
円

▽
給
付
時
期
　
６
月
下
旬

▽
支
給
方
法
　
口
座
振
込

▽
申
請
方
法
　
６
月
１
日

　
現
在
で
支
給
対
象
者
と

　
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、

　
申
請
書
類
な
ど
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
　
申
請
用
紙
の
配
布
が

　
な
い
人
で
対
象
と
思
わ

　
れ
る
人
は
、
市
役
所
社

　
会
福
祉
課
又
は
各
支
所

　
に
あ
る
「
障
害
者（
児
）

　
福
祉
金
支
給
申
請
書
」

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

　
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写

　
し
を
添
え
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
６
月
　
日
１２

　
　（金）

　
※
期
限
後
も
受
給
要
件

　
　
が
確
認
で
き
る
場
合

　
　
は
、
受
け
付
け
ま
す
。

▽
提
出
先
　
市
役
所
社
会

　
福
祉
課
又
は
各
支
所
地

　
域
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
担
当

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
在
宅
で
身
体
又
は
知
的
、

精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
に
介

護
が
必
要
な
人
に
は
特
別

障
害
者
手
当
や
障
害
児
福

祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
支
給
要
件
な
ど
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
帳
な
ど
で
障
害
状
況

　
を
確
認
で
き
な
い
場
合

　
は
診
断
書
の
提
出
を
お

　
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

広報 朝朝来来 １４

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

障
害
者（
児
）福
祉
金

都市再生整備計画（第４回変更）口銀谷地区

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当

■問い合わせ先
　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　新年度を迎え、就職や離職などによって健康保険に異動が生じた場合は、市役所の窓

口で必ず届出をしてください。

《国民健康保険の届《国民健康保険の届出出》》

手続きに必要なものこんなとき

転出証明書、印鑑他市町村から転入してきたとき加
入
す
る
と
き

健康保険をやめた証明書、印鑑職場の健康保険をやめたとき

保護廃止決定通知書、印鑑生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証明書、印鑑外国人が加入するとき

保険証、印鑑他市町村へ転出するときや
め
る
と
き

国保と職場両方の保険証、印鑑職場の健康保険に加入したとき

保険証、印鑑死亡したとき

保険証、保護開始決定通知書、印鑑生活保護を受けるようになったとき

保険証、印鑑住所、世帯主、氏名などが変わったときそ
の
ほ
か 保険証、在学証明書、印鑑修学のため、別に住所を定めるとき

※健康保険は１日も切れ目

　なく加入していなければ

　なりません。

　　届出がないと必要な保

　険の給付が受けれません。

　　新たに社会保険などに

　加入した場合にも、必ず

　届出してください。

　　届出がないと保険税の

　精算がされません。

　都市再生特別措置法（平成１４年法律第２２号）第４６

条第１項に基づき都市再生整備計画を作成したので、

同法第４６条第１０項の規定により都市再生整備計画

（第４回変更）口銀谷地区を市役所都市開発課（朝来

市和田山町東谷２１３番地１）で公表します。

■問い合わせ先　市役所都市開発課

　　　　　　　　☎６７２－６１２７

自動車税の納期限は ６月１日（月） です。
　納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、ゆうちょ銀行、

コンビニエンスストア又は県税事務所で。

但馬県民局豊岡県税事務所　☎０７９６－２６－３６２８

第第３３５５回回 のの保保国国 ひひ ろろ ばば

※広告掲載についてのお問い合わせは秘書広報課（☎６７２－６１１１）まで



平成２１年５月平成２１年５月号号１５

　
ま
す
。

▽
申
請
受
付
・
問
い
合
わ

　
せ
先
　
市
役
所
社
会
福

　
祉
課
障
害
福
祉
担
当

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
が
有
料
道
路
を
利

用
し
た
場
合
、
利
用
料
が

割
引
に
な
り
ま
す
。
利
用

す
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

▽
対
象
者
　
障
害
者
本
人

　
が
運
転
す
る
場
合
は
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

　
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
。

　
ま
た
、
家
族
な
ど
が
運

　
転
し
、
障
害
者
本
人
が

　
同
乗
す
る
場
合
は
、
身

　
体
障
害
者
手
帳
又
は
療

　
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
人
の
う
ち
、
旅

　
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客

　
運
賃
減
額
欄
に
第
１
種

　
の
記
載
の
あ
る
人
。

▽
対
象
自
動
車
の
範
囲
　

　
登
録
で
き
る
自
動
車
は

　
障
害
者
１
人
に
つ
き
１

　
台

▽
申
請
書
類

①
手
帳
の
み
の
人
（
Ｅ
Ｔ

　
Ｃ
を
利
用
し
な
い
）

　
⑴
障
害
者
手
帳

　
⑵
自
動
車
車
検
証

　
⑶
運
転
免
許
証
※
１

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
人

　
⑴
障
害
者
手
帳

　
⑵
自
動
車
車
検
証

　
⑶
運
転
免
許
証
※
１

　
⑷
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
※
２

　
⑸
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ

　
　
ト
ア
ッ
プ
登
録
証

※
１
　
障
害
者
本
人
が
運

　
転
す
る
場
合
は
本
人
の

　
免
許
証
。
家
族
が
運
転

　
す
る
場
合
は
家
族
の
免

　
許
証

※
２
　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

　
者
本
人
名
義
の
も
の
。

　
　
歳
未
満
の
場
合
は
保

１８
　
護
者
名
義
の
も
の
。

▽
申
請
受
付
　
市
役
所
社

　
会
福
祉
課
又
は
各
支
所

　
地
域
振
興
課

※
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
担
当

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
免
除
又
は
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
対
象
　

・
全
額
免
除
　「
身
体
障

　
害
者
手
帳
保
持
者
」「
療

　
育
手
帳
保
持
者
」「
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
保
持
者
」
が
世
帯
構
成

　
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員

　
が
市
町
村
民
税
非
課
税

・
半
額
免
除
　
視
覚
・
聴

　
覚
障
害
者
が
世
帯
主
で

　
受
信
契
約
者
／
重
度
の

　
障
害
者
（
身
体
障
害
者

　
手
帳
１
級
又
は
２
級
所

　
持
者
、
療
育
手
帳
の
区

　
分
が
Ａ
判
定
の
人
、
精

　
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
帳
１
級
所
持
者
）
が
世

　
帯
主
で
受
信
契
約
者

▽
申
請
受
付
　
市
役
所
社

　
会
福
祉
課
又
は
各
支
所

　
地
域
振
興
課

※
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
担
当

　
緯
６
７
２－

６
１
２
３

税
５月の税

固定資産税　　１期

納期　６月１日（月）まで

５月の税

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

有
料
道
路
障
害
者
割
引

制
度

運動施設利用助成事業Ｑ＆Ａ

Ｑ．助成が受けられる条件は？

Ａ．市内在住の３０歳以上の人で、職場健診や住民健診、人間ド

　ックなどの特定健診結果が、下記のＡとＢの両方に当ては

　まれば、この事業の対象になります。

　Ａ：腹囲男性８５㌢上、女性90㌢以上又はBMIが２５以上

　Ｂ：血糖・脂質・血圧（次の①②③のうちどれかに該当）

　　①血糖：空腹時血糖１００㎎/dl以上又はHbA1c５．２㌫以上／

　　②脂質：中性脂肪１５０㎎/dl以上又はHDLコレステロール

　　４０㎎/dl未満／③血圧：最高血圧１３０㎜Hg以上又は最低血

　　圧８５㎜Hg以上

※循環器疾患や整形外科疾患などがあり、医療機関で治療を

　受けている人は、運動してもよいかどうか主治医に確認の

　上、自己責任でご利用ください。

Ｑ．利用できる施設は？

Ａ．朝来市和田山温水プール「エスポワ」、朝来市あさごふれあ

　いプール「くじら」、立雲の郷「とらふす道場」、スポーツクラ

　ブ「ローラント」の４施設を利用できます。１回の申請で１０

　回分の助成券を交付します。助成券の有効期限は、申請日か

　ら６か月以内です。

Ｑ．申し込み方法などは？

Ａ．申請書に健診結果表（申請日から過去６か月以内のもの）

　を添えて健康課（和田山保健センター）に申請してください。

　申請は、同じ年度内で１人につき１回とします。また、同一

　の健診結果表で、年度をまたいで２度の申請をすることは

　できません。申請書は健康課にあるほか、市ホームページか

　らもダウンロードできます。

朝来市運動施設利用助成事業

運動施設を利用して運動不足を解消しましょう！
　市では、平成２１年度も運動施設
の利用料助成事業を実施します。

■問い合わせ先　　市役所健康課　☎６７２－５２６９

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除

５月は「赤十字運動月間」
　赤十字は「人の命と尊厳を守る」

ことを目的として、医療事業や献

血をはじめ、国内外での地震や台

風などによる被災者の救援活動な

ど、幅広い分野で活動を行ってい

ます。

　赤十字の人道的な活動は、すべ

て皆さんからお寄せいただいた資

金を財源として行っています。

　赤十字の活動についてご理解い

ただき、活動資金へのご協力をよ

ろしくお願いいたします。

■問い合わせ先　市役所社会福祉課

　　　　　　　☎６７２－６１２３



市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

広報 朝朝来来 １６

暮らしのお知らせ

　
市
は
、
次
の
と
お
り
総

合
健
診
を
市
内
各
地
区
で

　
日
間
実
施
し
ま
す
。

１７　
申
込
を
し
て
い
る
人
に

は
、
実
施
日
か
ら
約
１
か

月
前
に
、
受
診
日
時
や
会

場
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、

受
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま

す
。
　
申
込
を
し
て
い
な
い
人

で
、
受
診
を
希
望
す
る
人

は
、
市
役
所
健
康
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
合
健
診
の
内
容
や
対

象
者
は
、
２
月
に
送
付
し

た
「
特
定
健
診
の
お
知
ら

せ
」「
朝
来
市
各
種
検
診
の

お
知
ら
せ
」又
は「
朝
来
市

保
健
事
業
予
定
表
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所

健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
各
区
の
詳
し
い
日
程
、

　
会
場
に
つ
い
て
は
、
広

　
報
６
月
号
発
送
時
に
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
健
康
課

　
緯
６
７
２－

５
２
６
９

　
市
は
、
食
生
活
改
善
を

中
心
に
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
「
食
の
健
康
づ
く

り
活
動
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。地
域
の
健
康
づ
く

り
の
輪
を
一
緒
に
広
め
ま

せ
ん
か
。

▽
日
程
　
６
月
～
平
成
　２２

　
年
３
月

※
開
講
日
は
６
月
　
日
　

１０

（水）

　
（
毎
月
第
２
水
曜
日
９

　
時
　
分
～
　
変
更
す
る

３０

　
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

▽
場
所
　
和
田
山
保
健
セ

　
ン
タ
ー

▽
内
容
　
栄
養
・
運
動
な

　
ど
の
健
康
づ
く
り
に
つ

　
い
て
の
講
話
及
び
実
習

※
講
座
修
了
者
に
は
県
知

　
事
よ
り
修
了
証
書
が
交

　
付
さ
れ
ま
す
。

▽
料
金
　
実
習
材
料
費
、

　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

　
費

▽
申
込
締
切
　
５
月
　
日
２５

　
　（月）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
健
康
課

　
緯
６
７
２－
５
２
６
９

　
神
河
町
は
、
公
立
神
崎

総
合
病
院
の
医
師
と
し
て

従
事
し
よ
う
と
す
る
医
学

部
学
生
に
修
学
金
を
貸
与

す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

▽
応
募
資
格
　

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す

　
る
大
学
の
医
学
部
医
学

　
科
に
在
籍
し
て
い
る
こ

　
と
（
出
身
都
道
府
県
は

　
問
い
ま
せ
ん
）

②
将
来
、
公
立
神
崎
総
合

　
病
院
で
医
師
と
し
て
勤

　
務
し
よ
う
と
す
る
意
思

　
が
あ
る
こ
と
な
ど

▽
募
集
期
間
　
６
月
５
日

　
　
ま
で

（金）
▽
貸
与
額
　
月
額
　
万
円

２０

▽
募
集
人
員
　
　
２
人

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
公
立

　
神
崎
総
合
病
院
総
務
課

　
緯
０
７
９
０
―
３
２
―
２
４
８
８

募

集

 
募

集
 
 

朝
来
市
い
ず
み
会
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
受
講
生

日時 ５月２４日（日）１０時～　場所 コウノトリ但馬空港　駐車場 無料

内容 セスナ体験飛行／航空教室／紙飛行機教室／空港施設見学会／飛行機

　　 見学会（天候などの状況により一部変更の可能性あり）

問い合わせ先　但馬空港推進協議会　☎０７９６－２４－２２４７

コウノトリ但馬空港１５周年記念「但馬空の自然教室」

　
転
入
･
昇
進
・
転
任
　

室
見
邦
男
 校
長

（
養
父
市
立
浅
野
小
学
校
校
長
→
糸
井
小
学
校
校
長
）

佐
藤
　
一
 校
長

（
豊
岡
市
立
竹
野
南
小
学
校
校
長
→
東
河
小
学
校
校
長
）

波
多
野
富
則
 校
長

（
糸
井
小
学
校
校
長
→
山
口
小
学
校
校
長
）

福
本
千
歳
 校
長

（
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

  所
長
→
中
川
小
学
校
校
長
）

垣
尾
幸
博
 校
長

（
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
→
生
野
中
学
校
校
長
）

多
田
俊
人
校
長

（
養
父
市
立
養
父
中
学
校
教
頭
→
朝
来
中
学
校
校
長
）

村
尾
輝
之
 校
長

（
豊
岡
市
立
日
高
西
中
学
校
教
頭
→
竹
田
小
学
校
校
長
）

高
嶋
克
己
 校
長

（
養
父
市
立
大
屋
中
学
校
教
頭
→
与
布
土
小
学
校
校
長
）

森
田
千
鶴
 校
長

（
糸
井
小
学
校
教
頭
→
生
野
小
学
校
校
長
）

黒
川
和
彦
 教
頭

（
奥
銀
谷
小
学
校
教
頭
→
東
河
小
学
校
教
頭
）

和
田
茂
樹
 教
頭

（
東
河
小
学
校
教
頭
→
与
布
土
小
学
校
教
頭
）

総
合
健
診
の
申
込

校
長
先
生
・
教
頭
先
生
の
異
動

地
区

山
東

和
田
山

生
野

朝
来

月６
月

６
月

７
月

　
月
１０　

月
１０

日

　
日
、　
日
、

２３

２４

　
日
２５　

日
３０１

日
、９
日
、

　
日
、　
日
、

１３

１４

　
日
、　
日
、

２１

２２

　
日
２３１

日
、２
日

６
日
、７
日
、

８
日

神
河
町
医
師
修
学
資
金

貸
与
制
度

斉
賀
正
己
 教
頭

（
豊
岡
市
立
中
竹
野
小
学
校
主
幹
教
諭
→
糸
井
小
学
校
教
頭
）

松
田
　
満
 教
頭

（
養
父
市
立
高
柳
小
学
校
教
諭
→
梁
瀬
小
学
校
教
頭
）

上
垣
直
樹
 教
頭

（
梁
瀬
小
学
校
教
諭
→
粟
鹿
小
学
校
教
頭
）

　
転
　
出
　

兼
平
　
基
 校
長

（
竹
田
小
学
校
校
長
→
養
父
市
立
浅
野
小
学
校
校
長
）

斎
藤
義
規
 校
長

（
与
布
土
小
学
校
校
長
→
豊
岡
市
立
資
母
小
学
校
校
長
）

田
村
規
博
 校
長

（
中
川
小
学
校
校
長
→
養
父
市
立
養
父
小
学
校
校
長
）

木
上
　
三
 校
長

（
朝
来
中
学
校
校
長
→
養
父
市
立
八
鹿
小
学
校
校
長
）

松
下
　
薫
 教
頭

（
粟
鹿
小
学
校
教
頭
→
養
父
市
立
建
屋
小
学
校
校
長
）

田
村
　
惠
 教
頭

（
与
布
土
小
学
校
教
頭
→
豊
岡
市
立
港
西
小
学
校
校
長
）

退

職

高
階
　
博
 校
長（
生
野
小
学
校
）

藤
田
典
子
 校
長
（
奥
銀
谷
小
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平成２１年５月平成２１年５月号号１７

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

☎６７６－４５８７　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

その森は 謡 う　2nd Family Project　期間：５月１６日（土）
うた

～７月１２日（日）

あさご芸術の森美術館

岸田太展（同時開催：たじま聴覚障害者センター特別展）

期間：５月１３日（水）まで

北アルプスの山と花に魅せられて　期間：５月２０日（水）

～５月３１日（日）

ヒメハナ公園展示会

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

 劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル 『 オ ズ の 魔 法 使 い 』
《全席指定》　公演日：６月６日（土）／開演：【朝の部】１０時

３０分　【昼の部】１４時／料金：大人１，５００円、高校生以下

１，０００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで

１００円OFF　 前売券好評発売中

生野マインホール ☎６７９－４５００　休 月曜日

マインホールシネマ 本年度アカデミー賞外国語映画賞受賞 『 お く り び と 』
《全席自由》　上映日：５月２３日（土）／開演：【１回目】１１

時３０分 【２回目】１５時 【３回目】１８時３０分／料金：大人

８００円、高校生以下５００円（当日は各２００円増） ３回上映 

前売券好評発売中

テノールとシンフォニーの共演!!　関西フィルハーモニー 管弦楽団＆錦織 健
《全席指定》　公演日：６月７日（日）／開演：１５時／料金：

３，０００円（当日は２００円増）  前売券好評発売中

NHK「おかあさんといっしょ」第１９代・うたのおねえさん

はいだしょうこファミリーコンサート

《全席指定》　公演日：５月１６日（土）／開演：【朝の部】１１時

３０分　【昼の部】１４時３０分／料金：大人２，２００円、高校生

以下１，０００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚ま

で２００円OFF　２回公演　 前売券好評発売中

★スペシャルゲスト★　Ｍｒ．チョップリン（風船人間）

南こうせつ４０周年コンサートツアー満天の星
《全席指定》　公演日：６月２７日（土）／開演：１８時３０分／

料金：５，５００円（当日は３００円増）※友の会会員は、２枚ま

で３００円OFF　 前売券好評発売中

ＴＥＡＣＨＥＲＳ ～職員室より愛を込めて～　《全席指定》

公演日：７月２８日（火）／開演：１８時３０分／料金：S席

３，５００円、Ａ席２，５００円（当日は各３００円増）※友の会会員

は、２枚まで２００円OFF／前売券発売開始日：【友の会】５

月１９日（火）【一般】５月２３日（土）

とき　５月９日（土）１３時３０～

ところ　あさご・ささゆりホール

記念講演会　演題：「元気はつらつ、すこやか

　人生」講師：三遊亭楽団治氏

朝来市公民館講座・教室総合開講式
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　市では、市税などの滞納処分のために差し

押さえた財産をYahoo! オークションで公売

します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得

　し（既に取得している人は不要）、インター

　ネットから申し込みます。

入札参加申込期間　６月２日（火）～１５日（月）

入札期間　６月１９日（金）～２２日（月）

※入札参加申込期間に申し込んだ人のみ入札

　期間中に入札することができます。

■問い合わせ先　市役所税務課管理収納担当
　　　　　　　　☎６７２－６１１９（内線２２１）

インターネット公売の
お知らせ

日時　６月１２日（金）

　１０時～１５時

場所　和田山農業研　

　修センター

　２階２０６号室

下　　見　　会

～公売物件を直接ご覧になれます～

■
公
売
物
件（
１
例
）サイドボード

　詳しくは市ホームページに掲載します。

市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/

■問い合わせ先
　和田山公民館 ☎６７２－０１８８
　生野公民館 ☎６７９－３５４４
　山東公民館 ☎６７０－７３００
　朝来公民館 ☎６７７－２１１２

日時　５月１７日（日）１３時～１６時

場所　和田山ジュピターホール（入場無料）

■問い合わせ先 和田山ロータリークラブ ☎（兼FAX）６７２－５４３５

ＬＤ・ＡＤＨＤ・アスペルガー障害の理解のための講演会

講師：熊谷真由美氏（２００８年度福知
山市スクールサポーター、兵庫県Ｌ
Ｄ児親の会たつの子会員）

「保護者が家庭
で 出来 る教育的

で き

支援」テ
ー
マ 講師：竹田契一氏（大阪教育大学名誉教授、

大阪医科大学ＬＤセンター顧問、特別支
援教育士資格認定協会会長）

「発達障害幼児・
児童・生徒への効
果的な関わり方」



広報 朝朝来来 １８

暮らしのお知らせ

介護保険料の納め方

特別徴収　年金が年額１８万円以上の人は、年

　金から天引きされます。

　※次のような人は、年金から天引きができ

　　ないため、一時的に納付書で納付してい

　　ただきます。

年度途中で６５歳になられた人／年度途中

から年金を受給される人／年度途中で他市

町村から転入された人／所得更正により保

険料が増額又は減額になった人／年金が一

時差止めになった人

普通徴収　年金が年額１８万円未満の人は、納

　付書を送付します。納期は２か月に一度、

　原則として偶数月の月末です。２か月分を

　まとめて納付していただきます。

[口座振替が便利]　口座振替による納付もで

　きます。希望する人は、預貯金通帳・通帳

　お届印を持参の上、各金融機関窓口又は市

　役所高年福祉課で手続きしてください。

◎介護保険料を滞納すると…災害など、特別

　な事情がないのに、保険料の滞納が続く場

　合、納めていない期間に応じて、介護保険

　サービスを利用したときに給付が一時差し

　止めになったり、利用者負担が１割ではな

　く３割になる措置がとられます。保険料の

　納付が困難な場合は、早めに相談してくだ

　さい。

平成２１年度の介護保険料　介護保険料は、
　被保険者の所得や世帯の課税状況を基に算

　定しますので、市県民税額が確定する６月

　中旬以降に「介護保険料納入通知書」を第１

　号被保険者の皆さん全員に送りします。平

　成２１年度の介護保険料の年額、納付方法、

　納期ごとの保険料などをお確かめください。

■問い合わせ先　市役所高年福祉課
　　　　　　　　☎６７６－６１２４

朝 来 市 長 選 挙 投 開 票 結 果

　任期満了に伴う朝来市長選挙が４月１２日告示、４月１９

日に投票があり、即日開票の結果、多次勝昭氏が当選され

また。

得票数　－敬称略－

備考得票数候補者氏名

当選１４，９１６票多 次 勝 昭

１，７３６票清 水　 夫

２７，７４２人当日有権者数

１７，１８２人投票者総数

６１．９３％投票率

１６，６５２票有効投票

５３０票無効投票

０票持ち帰り・不受理

■問い合わせ先　市選挙管理委員会（市役所総務課）
　　　　　　　　☎６７２－６１１５

【
部
長
級
】

会
計
管
理
者

　
松
本
康
男（
総
務
部
参
事
兼
総
務
部
統

　
括
課
長
兼
総
務
課
長
）

【
統
括
課
長
級
】

総
務
部
統
括
課
長
兼
税
務
課
長

　
安
積
信
行（
税
務
課
長
）

【
課
長
級
】

総
務
部
総
務
課
長

　
藤
岡
治
良（
秘
書
広
報
課
長
）

総
務
部
秘
書
広
報
課
長

　
西
垣
志
郎（
議
会
事
務
局
次
長
）

議
会
事
務
局
次
長

　
佐
藤
真
悟（
総
務
部
総
務
課
副
課
長
）

　平成１７年５月２４日から、市の収入

役を務めた椿野康雄さんが、４月２４

日で退任しました。

 人
事
異
動

市職員の
　
市
で
は
、４
月
　
日
付
で
人
事
異
動

２５

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
異
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
氏
名
の
後
の（
　
）内
は
前

職
。）

　なお、地方自治法の改正により、今

後は収入役は置かず、一般職の会計

管理者がその職務を行うことになり

ます。

椿野康雄収入役 退任



平成２１年５月平成２１年５月号号１９

　介護保険制度は平成１２年４月にスタートして９年が経過しました。この間、サービスの利用者

も年々増加し、高齢者の介護を社会全体で支える仕組みとして身近なものになってきています。

　同制度は、これまでのサービス利用の実績と将来の見込みに基づいて、３年ごとに事業計画の見

直しを行っています。この度、第４期介護保険事業計画が策定され、平成２１年度から平成２３年度ま

での介護保険料が決まりましたので、お知らせします。

６５歳以上（第1号被保険者）の皆さんへ

平成２１年度から介護保険料が変わります

介護保険の財源　介護保険の財源は、保険料と公費
　でそれぞれ半分ずつ負担しています。このうち４０

　～６４歳の人（第２号被保険者）が納める保険料が

　費用全体の３０％、６５歳以上の人（第１号被保険者）

　の保険料が２０％を負担し、社会全体で支える仕組

　みになっています。

　　皆さんから納付いただく介護保険料が介護保険

　を支えています。介護が必要になったとき、安心し

　て介護保険のサービスを受けられるように、保険

　料は必ず納めましょう。

朝来市の基準額
５５，２００円（月額４，６００円）

※平成２１年度から平成２３年度までの３年間に提供される介

　護サービス費用見込額の２０％を、市内の６５歳以上の皆さ

　んでまかなえるように介護保険料が設定されました。

【所得段階別保険料】　第１号被保険者（６５歳以上）の介護保険料

年間保険料保険料率所得段階対象者

２７，６００円基準額×０．５０第１段階
生活保護受給者

老齢福祉年金受給者
市民税
非課税世
帯

２７，６００円基準額×０．５０第２段階年金収入額＋合計所得金額が80万円以下

４１，４００円基準額×０．７５第３段階上記以外の方

４５，７２０円基準額×０．８３第４段階①市民税本人非課税で年金収入額＋合計所得金額が80万円以下市民税
課税世帯 ５５，２００円基準額第４段階②市民税本人非課税で上記以外の方

６９，０００円基準額×１．２５第５段階被保険者本人の合計所得金額が200万円未満の方市民税
本人課税 ８２，８００円基準額×１．５０第６段階被保険者本人の合計所得金額が200万円以上の方

※第４段階①は低所得者に対する緩和措置として保険料を軽減しています。

介護保険の財源

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

６５歳以上の人の

保険料　２０％

４０～６４歳の人の
保険料３０％

市の負担金保険料
１２．５％

県の負担金保険料
１２．５％

国の負担金保険料
２５％



広報 朝朝来来 ２０

　常勤医師が不在であった公立朝来梁瀬医療センター内科に、４月から中村智樹医師

が着任し、内科１人、外科２人の常勤医師３人体制になったことから、従前から実施し

ている胃カメラ・大腸ファイバー検査に加え、新たに心エコーの検査も行っています。

公立朝来梁瀬医療センター（☎６７６－３１５７）　　　　　※変更の場合がありますので問い合わせてください。
金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診 療 科

中村中路（第２は休診）立松（第２・第４）中村中村初診・再診
内 科

中路（第２は休診）立松（第２・第４）午 後 診

木山岡本木山岡本木山午 前 診
外 科

検査手術手術検査午 後 診

受付時間：午前診７：３０～１１：３０　午後診(内科のみ第２・４水曜日、第２以外の木曜日)１３：３０～１５：００

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

＜診療体制＞
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哀■問い合わせ・申込先　市役所商工観光課　☎６７２－４００３　（土・日曜日、祝日：わだやま観光案内所　☎６７４－２１２０）

日時　５月２４日（日）１０時～１５時　　場所　竹田城跡、山城の郷、竹田地区内

内容　竹田城跡撮影指導会（プロカメラマン講師１人、モデル１人。参加無料。参加募集

朝来市「デスティネーションキャンペーン協賛事業」第１回朝来市「全国”天空の城”フォトコンテスト」プレイベント

兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空のののののののののののののののののののの城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり兵庫・竹田城跡『天空の城わくわく祭り』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
　国史跡竹田城跡は、新聞や雑誌、テレビなどで紹介され、季節を問わずたくさんの観

光客や写真愛好家が訪れています。そこで、市は４月から６月の間行われているＪＲの

「デスティネーションキャンペーン」などに合わせて、第１回朝来市「全国“天空の城”

フォトコンテスト」の実施を予定しています。そのプレイベントとして竹田城跡や山城

の郷などで「兵庫・竹田城跡『天空の城わくわく祭り』」を下記のとおり行います。

　公立朝来和田山医療センター内科には、５月から小松素明医師と鈴木光哉医師が着任。内科２人体制から４

人体制になり、胃カメラ・大腸ファイバーなどの検査や、人間ドックなどの検診が充実します。また、同じく５

月から小児科も開設され、毎週２回（火・木曜日）、田中良直医師の午後外来診察が行われるようになりました。

市内の公立２病院に内科医師３人が着任 診療体制が充実

　人数：３０人。市内外問わず申込先着順）／山城の郷イベント①歌謡ショー、和太鼓演奏、よさこい踊り、スト

　リートダンス②特産品即売（地元農産物、加工品、手作り産品など）③食のコーナー（但馬牛「丸焼き」、鹿肉ど

　んぶり、但馬牛元気どん、そのほか出店屋台など）④体験コーナー（米粉パン作り、もちつき、こんにゃく作り

　（参加料：１００円～２００円。募集人数：各２０～５０人。申し込み先着順））⑤ 「足湯コーナー」⑥「走れ！ミニ新幹

　線＆ふわふわムーミン」⑦「餅まき」（景品付き）／⑧散策路ウオーキング（カブトムシ幼虫：飼育ケース付き

　無料プレゼント。事前申込をした小学生以下参加者。先着１００人まで）／竹田まち歩き（竹田城下～城跡）

公立朝来和田山医療センター（☎６７４－２０２１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月診療担当表
金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診 療 科
小松今井鈴木小松吉田総合診療科（内科）

恒成（予約）２診
内 科 呼吸器外来（再診）山口

呼吸器外来（予約）馬庭
午 後 診

第１、３、５（予約）今井午 後 診
田中田中小児科（午後診）

佐藤・平野外科（第１・第３）
診察消 化 器 内 科

(第１・第３・第５午後)

土井藤井無藤藤井土井（初診）１診
整形外科 藤井

土井／藤井（交代）
土井無藤（予約）２診

無藤土井無藤藤井（再診）３診
野垣野垣野垣脳 外 科

井上（コンタクト）眼 科
矢坂循環器科（第２・第４）
瀧泌 尿 器 科

秋山皮膚科（第２・第４）
受付時間：午前診８：００～１１：３０　午後診１２：００～１５：３０（小児科：１３：３０～１５：３０）

暮らしのお知らせ



平成２１年５月平成２１年５月号号２１

Ｑ．乳がん検診や子宮がん検診は２年に１回の受診で大丈夫ですか？

　女性がかかる「がん」を部位別でみると、乳がんが１位、子宮がんが４位となっています。これ
らの病気は、初期に自覚症状がないことが多く、症状が現れたときには病状が進行していること
が少なくありません。しかし、早期に発見、治療すれば治る率が高い病気でもあります。症状はな
くても、早期発見のため定期検診を受けましょう。

乳がん　今、日本女性の２０人に一人が生涯の間に乳がんにかかるといわれており、食生活やライフスタイル
　の変化が影響しているといわれています。特に４０歳～５０歳代までの女性に多くみられ、乳がんが原因で亡

　くなる人は年々増加し、女性の４０歳～６４歳までのがん死亡原因のトップとなっています。早期に発見でき

　れば約９０％の人が治りますので、決して怖い病気ではありません。

子宮がん　子宮の入口付近に発生する「子宮けい部がん」と子宮の奥の部分（内膜）に発生する「子宮体部が
　ん」に分けられ、子宮がん全体の８０～９０％は子宮けい部がんです。

　　子宮けい部がんの発生率は、この２０年間で中高年層では減少していますが、３０歳以下では２～４倍に増

　加しています。子宮けい部がんは、性交渉で感染するウイルス（ヒトパピローマウイルス）が原因となるため、

　高齢に伴い多くなる「がん」とは違い、性活動が活発な若い年代での感染増加に伴い、発生率が上昇している

　と考えられています。

◆市では、下記のとおり平成２1年度婦人検診を実施します。

子宮がん検診乳がん・甲状腺検診

和暦で奇数年生まれの２０歳以上の女性（２年に１回）和暦で奇数年生まれの４０歳以上の女性（２年に１回）対象

市内各地区（詳細は受診票に同封）
・公立朝来和田山医療センター
・公立神崎総合病院

実施場所

５月～６月６月～（医療機関によって異なります）実施期間

子宮けい部の細胞診視触診及びマンモグラフィ（乳房Ｘ線検査）検診内容

１，５００円２,４００円受診費用

※申し込んだ人には、各検診の実施日から約１か月前に、日時・会場などをお知らせし、受診票を送付します。
※上記の検診は、いずれも事前の申込が必要です。申込をしていない人は、市役所健康課（☎６７２－５２６９）まで連絡し
　てください。

婦人検診を受けましょう！！

婦人検診についてよく聞く質問にお答えします！ちょっと不安
？！

Ａ．厚生労働省は平成１６年「がん検診実施のための指針」で、乳がん検診と子宮がん検診の受診間隔を２年に
１回とすることを示しました。乳がんの進行は比較的遅く、マンモグラフィ検査では、２年に１回の受診でも

１年に１回の受診と同じ検診の効果があると報告されています。また、子宮がん検診も毎年受診した場合と２

～３年に１回受診した場合の検診効果は変わらないと報告されています。ただし、毎年検診を受けるように指

導された人や自覚症状のある人は、検診の機会を待つことなく医療機関での診察を受けてください。

Ｑ．乳房のレントゲン（マンモグラフィ）はとても痛いと聞きましたが…？
Ａ．できるだけリラックスして力を抜くのがコツです。
　マンモグラフィは、乳房の上下と、やや斜めからの２方向に分けて圧迫して撮影を行うのが原則です。より

薄く押さえることで被爆量を減らすことができますし、乳房の組織を広げることで病変を見つけやすくする

効果があります。また、乳腺が張っていない（生理が終わってからの１週間程度の）時期がおすすめです。

Ｑ．マンモグラフィを受けたら、自己検診はしなくて良いですか？
Ａ．ぜひ正しい方法を覚え、月に１回、必ず実行しましょう。（自己検診法は市ホームページでも見ることがで
きます。　http://www.city.asago.hyogo.jp/kurashi_guide/ikuji-kenkou4.html）

Ｑ．今まで婦人科を受診したことがなく、不安です。子宮がん検診はどんな検査をするのですか？
Ａ．けい部がん検査は短時間で済み、ほとんど痛みもありません。子宮けい部の検診は、診察台で内診をしな
がら、綿棒やブラシのような器具で細胞を採り、がん細胞の有無を顕微鏡で確かめます。

■問い合わせ先　　市役所健康課　☎６７２－５２６９

健康あさご２１



健康コーナー

広報 朝朝来来 ２２

　人が歯を失う大きな原因となる「むし歯」と「歯周病」。特に４０歳あたりから、歯周病の比率が高

くなっています。歯周病は、口以外にも肺炎や心臓病などの全身の疾患とも関係があります。定期

的に歯科検診を受けることは、歯周病を予防し歯を失わないためにとても大切です。市は、市内の

歯科医院で歯科検診を実施します。この機会にぜひ受診しましょう。

成人歯科検診を受けましょう

　年齢とともに表れる「心身の変化」を年だからしかたないと思ってほっていませんか？ほっておくと寝た

きりや認知症につながりかねません。元気な内から心身の老化を防ぐ生活や健康づくりをすることが大切

です。また、たとえ介護が必要となってもそれ以上悪化させないようにして自分らしい生活を送ることが大

切です。

介護予防に取り組みましょう

【運動器の機能向上】毎日の生活に運動を取り入れましょう！

【 栄 養 改 善 】おいしく楽しくバランスよく食べましょう！

【口腔機能向上】お口の健康を保ちましょう！

【閉じこもり予防】外に出る楽しみを見つけましょう！

【 認 知 症 予 防 】早期に発見し受診しょう。はりのある生活をしょう！

【 う つ 予 防 】うつの症状に早めに気づき受診しょう！

【 そ の 他 】足のつめや指をいたわる生活や尿失禁（尿漏れ）の予防などに取り組みましょう

　地域包括支援センターでは、さまざまな取組を提案させていただきますのでお問い合わせください。

元気なうちからはじめよう　介護予防 窓地域包括支援センターの

健康あさご２１－歯の健康づくりを実践しよう―

対象者　平成２１年度に満４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・
　６０歳・６５歳・７０歳になる人です。

○生年月日は以下のとおりです。

・昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日（今年度４０歳）

・昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日（今年度４５歳）

・昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日（今年度５０歳）

・昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日（今年度５５歳）

・昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日（今年度６０歳）

・昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日（今年度６５歳）

・昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日（今年度７０歳）

実施期間　平成２１年５月～９月
実施場所　市内歯科医院
実施内容　問診（歯の状態や生活習慣のチェック）
　／口くう内診査（歯ぐきの状態や歯の状態を診察）

　／保健指導（結果説明と指導）／健診料金（４０歳・

　４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳：１，３００円、７０歳：４００

　円）　　　

申込と受診方法　平成２１年度健診受診申込書で申
　込をした人には案内を送付します。申込をしてな

　い人は、市役所健康課にお申し込みください。健康

　課から受診票を送付いたします。受診票を持参の

　上、各自で歯科医院に予約を取り、受診してくだ

　さい。

８０２０運動をご存知ですか？

　「８０歳で自分の歯を２０本残そう」という運動の

ことです。２０本の歯が残っていれば、高齢でもよ

くかんで食べることができます。朝来市健康増進

計画「健康あさご２１」でも「８０２０」をめざし、妊娠期

から高齢期まで歯の健康づくりに取り組んでいく

ことをすすめています。検診を受け、予防と早期発

見・早期治療に努めましょう。

■問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

※４月号で下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
［正］「朝来高齢者相談センター　相談員　太田真紀」　　［誤］「朝来高齢者相談センター　相談員　太田まき」

健康情報テレホンサービス （５月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

小児の血尿とたん白尿月曜日
口は健康のバロメーター火曜日
スポーツと疲労骨折水曜日
くり返すぼうこう炎の予防木曜日
高齢者の睡眠障害について金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

■問い合わせ・申込先
　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９
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東
河
地
区
協
議
会
は
、「
地

域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の

取
組
と
地
域
の
変
化
」を

テ
ー
マ
に
、協
議
会
活
動
を

地
域
住
民
共
通
の
取
組
と
し

て
定
着
す
る
た
め
策
定
し
た

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に

つ
い
て
、策
定
ま
で
の
経
過

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●
研
修
会

　
研
修
会
は
、変
化
し
て
い

く
時
代
の
中
で
、ど
の
よ
う

に「
地
域
づ
く
り
」を
進
め
て

い
け
ば
よ
い
の
か
を
探
り
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
自
治
協
議

会
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
。N
P
O

ひ
ろ
し
ま
ね
理
事
長
の
安
藤

周
治
さ
ん
が「
改
め
て
地
域

の
時
代
へ
」と
題
し
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。安
藤
さ
ん

は「
今
は
、地
域
資
源
を
活
用

し
、地
域
の
課
題
解
決
と
夢

に
向
か
っ
て
真
の
地
域
の
自

立
を
目
指
し
て
活
動
す
る
時

代
で
あ
り
、地
域
自
治
協
議

会
が「
も
う
一
つ
の
役
場
」と

な
り
、地
域
の
集
ま
り
 処
 と

ど
こ
ろ

し
て
す
べ
て
の
分
野
の
拠
点

と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
」と
具
体
例
を
交
え

な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
各
地
域
自
治
協
議
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を

生
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の

報
告
会
や
研
修
会
の
内
容
を

参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自

治
協
議
会
の
活
動
に
生
か
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

（
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

活動内容を発表する糸井地域自治
協議会の代表（報告会）

NPOひろしまね理事長の安藤周
治さんが講演（研修会）

　平成２０年度はたくさんの皆さんに献血にご協力いただきありがとうございました。おかげさまで、市全体

で昨年度比約８％の献血者数増という結果になりました。

　輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくためには、絶えず皆さんの献血が必要となります。

　今年度は下記日程で、献血を予定していますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

採血基準

４００mL献血２００mL献血

１８歳～６９歳１６歳～６９歳年 齢

男女とも５０kg以上男性４５kg以上・女性４０kg以上体 重

２００mL献血と４００mL献血を合わせて
男性１，２００mL以内／女性８００ｍL以内

年間総献血量

男性は１２週間後、
女性は１６週間後の
同じ曜日から

男女とも４週間後の同
じ曜日から

献血間隔

※４００ｍＬ献血をお願いします。
　輸血の安全性と効果を高める４００ｍL献血へのご理
　解とご協力をお願いします。
※プラス１（ワン）献血にご協力ください。
　年間に複数回の献血へのご協力をよろしくお願いし
　ます。

献血の日程
時　間実施場所日　程

１０：００～１１：００／１２：３０～１５：００大蔵地区市民会館５/１８（月）
１０：００～１１：００／１２：３０～１５：００生野保健センター５/２７（水）

６月以降の献血予定

実施場所日　程実施場所日　程

東河地区市民会館
糸井地区市民会館

１１/１６（月）
和田山農業研修センター６/１０（水）
山東老人福祉センター６/１９（金）

和田山保健センター１/１８（月）朝来老人福祉保健センター６/２６（金）
朝来商工会（朝来商工会）１/２７（水）竹田地区市民会館８/３（月）
生野保健センター１/２９（金）和田山農業研修センター９/１１（金）
山東老人福祉センター２/２２（月）生野保健センター９/２８（月）
朝来老人福祉保健センター３/５（金）朝来老人福祉保健センター１０/１６（金）

山東老人福祉センター（山東商工会）１０/２０（火）

■問い合わせ先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９　兵庫県赤十字血液センター豊岡出張所　☎０７９６－２４－０２６８

献 血 に ご 協 力 を ！

　「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
　
」
の
連
載
は
今
回
で
終
わ

!!

り
ま
す
。



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２１．５．１３,６００ 広報 朝来朝来 ２４

５５//16～16～６６/３１/３１健康カレ健康カレンンダーダー

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
穏
や
か
な
陽
気
に
恵
ま

れ
た
４
月
上
旬
。さ
ま
ざ

ま
な
花
が
開
花
し
、中
で

も
桜
は
み
ご
と
に
満
開
の

花
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
立

雲
峡
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
神

子
畑
地
区
や
山
東
町
粟
鹿

の
大
同
寺
、国
道
３
１
２

号
を
車
で
走
っ
て
い
る
と

見
え
て
く
る
円
山
川
沿
い

の
桜
並
木
。風
に
吹
か
れ

て
舞
い
散
る
花
び
ら
で
一

面
の「
桜
吹
雪
」に
思
わ
ず

足
を
止
め
て
し
ま
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。▼
一
方
、生
野

銀
山
で
は
、岩
肌
に
群
生

す
る
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
が
薄
黄

色
の
可
れ
ん
な
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。こ
の
花

が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
、

仕
事
の
手
を
休
め
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
鉱
夫
が
多

く
い
た
と
言
わ
れ
、そ
の

こ
と
を
鉱
夫
の
間
で「
へ

い
く
ろ
う
す
る
」と
言
っ

て
い
た
と
か
。そ
の
こ
と

か
ら
、ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

花
は
別
名「
へ
い
く
ろ
う

花
」と
も
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。▼
こ
の
広
報

が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
白
井
の
大
町

公
園
の
藤
の
花
が
咲
き
乱

れ
、そ
の
後
は
６
月
に
竹

田
の
寺
町
通
り
の
は
な

し
ょ
う
ぶ
、７
月
に
は
よ

ふ
ど
温
泉
の
ハ
ス
の
花
…

と
市
内
に
は「
花
の
見
ど

こ
ろ
」が
た
く
さ
ん
。楽
し

み
で
す
ね
。

Ｋ

編

集

後

編

集

後

記記

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

４建物

火
災

１林野

０車両

０その他

５合計

６累計

４交通事故

救
急

２１一般負傷

８０急病

１０その他

１０５合計

３３５累計

（３月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４９１４人身事故

００子ども

死
者
　（人）

００高齢者

００その他

１０合計

３２子ども

傷
者
　（人）

１１４高齢者

５０１４その他

６４２０合計

４１９１０１物損事故

（３月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み３強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひったくり

０事務所あらし２１車上ねらい

０出店あらし１自動販売機あらし

４詐 欺 

そ
の
他

７部 品 盗

０傷 害 ７器 物 損 壊

１暴 行 ５自 動 車 盗

７万 引 き ５オートバイ盗

（３月末累計）１５自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

大蔵地区市民会館献血月１８

５

山東老人福祉センター
朝来福祉多目的ホール　　

離乳食教室
ポリオ予防接種

水２０

山東老人福祉センター子宮がん・骨粗しょう症検診月２５
生野保健センター３か月児・８か月児健診火２６
朝来福祉多目的ホール
生野保健センター

ポリオ予防接種
献血

水２７

和田山保健センター
東河地区市民会館

３か月児健診
子宮がん・骨粗しょう症検診

木２８

和田山保健センター
糸井地区市民会館

ポリオ予防接種
子宮がん・骨粗しょう症検診

金２９

大蔵地区市民会館子宮がん・骨粗しょう症検診月１

６

竹田地区市民会館子宮がん・骨粗しょう症検診火２
和田山保健センター３歳児健診水３
和田山保健センター１歳６か月児健診木４
生野保健センター子宮がん・骨粗しょう症検診月８
朝来体育館子宮がん・骨粗しょう症検診火９
和田山農業研修センター
朝来体育館

献血
子宮がん・骨粗しょう症検診

水１０

和田山保健センター８か月児健診木１１

　近年、子どもをとりまく環境は、親の世代と比べて大きく変

化しています。そうした中で、子どもたちが健やかに育つこと

のできる環境をつくることは、すべての大人の役割です。家庭

や学校だけでなく、地域や企業など社会全体で、子どもをはぐ

くむ環境づくりを考えましょう。

「ありがとう　つたわるこころが　うれしいよ」
５月５日～１１日は児童福祉週間

■問い合わせ先　市役所社会福祉課　☎６７２－６１２３

各 種 相 談 の ご 案 内

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　     ５月９日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　 ５月１６日（土）
　和田山農業研修センター　　６月６日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　５月２８日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
５月１８日～２４日は「春季行政相談強調週間」
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　５月１８日（月）　１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
６月１０日（水）生野保健センター
６月１１日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

６月３日（水）生野保健センター
５月１３日（水）市役所南庁舎
５月２０日（水）山東老人福祉センター
５月２７日（水）朝来老人福祉保健センター

女性問題相談
経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや家
族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざま
な悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■とき　５月１３日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　アートほほえみ相談室（２階）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２
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